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りサイクルの含と昔
　月刊リサイクルデザインが1994年9月に産声をあげて：がら、

2003年1月で100弩をむかえることができました。“：　バ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム“を霧購灘嗣耐鴇保存版「リサイク）ゆ7ζ昔」
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　日本全土の人口が約3000万人といわれ、人々の身の回りのものは金属と陶磁器

と石製品以外、ほとんどが植物素材で作られていました。衣・食・住に関わるもの

すべてが手作りで、慢性的な品不足でしたがその中で人々は質素に堅実にものを活

かして生活していました。

　江戸時代後期の人々は現在とほとんど同じ形の着物を着てい
　　　　　まゆ　　　かいこ
ました。蚕の繭から絹の繊維を作り出すのも、綿花から木綿を

作るのも大変な作業でしたし、布はすべて手織りのため生産力

が低く貴重でした。洋服は複雑な曲線裁断のため布の1096以上

が無駄になりますが、着物は一反（幅39センチ、長さ114メ

ートル）の細長い布を余すことなく使って作ります。また、直

線立ちの直線縫いなので仕立て直しも染め直しも簡単で、体型が変わっても歳を取

ってもその時々で手を入れ、1枚の着物を長く着まわすことができました。

　布が貴重で、着物は古着としての利用価値が高かったので流通している着物の大

部分は古着でした。江戸時代の都市には大規模な古着市場があり、そこでは仕立て

た着物、仕立て直した着物、解いたままの布などたくさんの布が流通していました。

　　　　　　　　まサ　セ　ズミ　　　　　　　　　暴ミ韓ξゴLゼ㍉
　　　浴衣の生　むっとしても則古されると獅とし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て使われ、そして最後に汚れてぼろぼ

　浴衣はかつて湯上りに着る気楽な衣

服であり、普段着以前の着物でした。

子どもがいる家では最初から大きめに

仕立てておき、成長すると肩上げ、腰

上げをおろすといって、縫い上げた部

分をほどいて長くします。

　さらに成長すると下の子におさがり

として着せます。兄弟が次々と着た浴

衣はつくろいの跡が目立ったり擦り切

れた部分ができたりすると寝巻きにな

りました。布地が弱ってさらに柔らか

くなると赤ちゃんのおむつになり、お

うになった元浴衣の雑巾は、かまどや

風呂釜の燃料となって木綿の原料であ

る二酸化炭素と水に戻ります。

　1枚の布をその時々の良さを活かし

やしゃっきり感を生かした浴衣。少し

柔らかく肌になじむ寝巻き。さらに柔

らかくなって赤ちゃんの肌にも優しい

おむつ。水をよく吸う雑巾。わずかな

布を無駄なく使い、豊かに暮らしてい

た様子がうかがわれます。

柔らかくなった浴場　　　おおっとして

）

て使い切る。木綿の最初のこわつき感　c）
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　江戸時代後期には毎年約450万トン強の米が収穫

されていたといいます。ご飯として食べる量が圧倒

的に多かったのですが餅や菓子、酒など日本の伝統

的な食生活の土台⊥ま米でした。人間が食べた米は排
　　　　　　しもこえ
泄物になり、下肥という肥料として農家が買い集め

ました。高級な野菜を作るためにはたくさんの下肥

が必要だったため常に不足気味で値段も高く貴重な

ものでした。人間の排泄物のほぼ全量が最終的には

すべて肥料になった。つまり大量の米も肥料に姿を

変え、1年以内に土に戻ったのです。

》

灘難聴鱗轡『
1謡会員：融欝∵互ぎ誌一蹴一。＿

譲与の循環

　稲穂から米を脱穀するとわらが残り

ます。このわらは米と同じ重量の収穫

があり、収穫したわらの半分は堆肥あ
　　　うまやごえ
るいは厩肥にしました。肥料は慢性の

不足状態だったので、わら製の堆肥も
うまやごえ
厩肥も必要に応じて田畑の土にすき込み、

1年以内に±に返りました。

　わらの三分の一は燃料にしました。

わらは燃えやすく火力が弱いが、量が

充分にあれば風呂を沸かすことも炊飯

もできたのです。わらを燃やしてでき

るわら灰は上質のカリ肥料となりました。

日本の土は放っておくと酸性に傾くた

め灰によって中和したのです。灰は肥

料も兼ねるため需要もたくさんありま

した。

醜

圃呂を沸かすなど

わらが使われた

派が入ってし、る俵

　残りのわらは農家で様ざまな生活用

品となる（編み笠、蓑、わらぞうり、

わらじ、米俵、納豆を包むわらずと、

むしろなどの）わら製品を作り、自家

用に使うと同時に現金収入になりました。

使い終えたわら製品は燃料になり、で

きた灰は大半が農業に使われ、藍染め

や紙漉きなどの有機産業用に大きな需

要がありました。

⑦
入れて腐葉土を作る

わらを燃やし

灰にする

鑓域雑

多

下肥を運ふ。野菜の生育に

なくてはならない物だった。

　　　　　　　　　伝統的な農村の家

　　　　　　　　では草葺屋根が普通

　　　　　　　　でした。ここでもわ

　　　　　　　　らが使われていました。

　　　　　　　　畳の外側はいぐさで

すが中身はわらを重ねたものです。家の

建材はもちろん植物性のものでしたし、

家の中で使う生活雑貨も成長が早く強靭

で湿気に強い竹などを使っていました。

…矯 わらの家

獣
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韓麟辮灘繍癒螢藺嚇藻購灘麟翻繊灘酒…
　町内をまわり、各家のかまどから出

る灰を買って問屋に売っていました。

この時代身の回りにあるものはほとん

ど植物でできていたので燃やせばすべ

て燃料になったのです。また燃料も植

物を燃やすしがなかったので家庭から

出る灰は膨大でした。灰買いが問屋に

灰を使って洗濯をする

下ろしたものは肥料、藍染め、酒造、

陶器のうわぐすり、洗濯用の洗剤など

多岐にわたって使われました。

　プラスチックなどのなかったこの時代、

液体を入れる容器の主流は樽や桶でした。

木で作られて竹のたががはめられた樽

は年月が経つうちにたがが緩んだり、

折れたりしたので古樽買いが買い集め、

問屋におろし、樽職人やたがやが直し

　　　　てまた流通させていました。

　　　　　　たがやは修理道具を持つ

　　　　　　て街中を歩き、民家で

られると修理

こともありま

め替え

〆　　　、

　こまごました生活用品も、この時代

　には安い料金℃修理する技術者がい

　て、1つの物奄できるだけ長持ちさ

　せていました。リサイクルは産業の

　一部となっていて、それ：を商売にす

　る大勢の商人や職人はプロとして利

　益を上げて生計を立てていました。

　　明治になって外国の新しい文明に

　影響をうけましたが、庶民の物奄使
婁

iい切る生活には大きな変化はなかっ

…
…

讐一

たよう二二に農村では戦前（大1たりレンズの働をした）

平洋戦争前）まで、同じように生活1

の知恵として受け継がれていました。

　品物を修理するのが本業。

必要に応じて新品の販売や

亨盤麟離し癒　鶴
そろばん屋・羅宇屋（らおや・

ヤニで詰まったキセルを通葦

す）・印肉の詰め替え・眼

鏡屋（壊れた眼鏡を修理し
　　　　　　　　　　　　　垂

　　　　　　　　　　　　・1

コタツのやぐら直しなど。

＿壊れてしまって使えないものを使

　　　　えるようにする専門の業者。
マ証　　　　・鋳かけ・瀬戸物の焼き接ぎ（割

　　　　　　れた陶器を白玉粉で接着して

響

から焼き固める）・下駄の歯入

れ．たがや．盤論眉の目

　　　　立て

鯵な＆
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　のちに豊かさの象徴と言われた3C（カラーテレビ・クーラー・車）もまだそれほど一般の

あいだに広まっていなかったこの時代、まだ戦争前の名残りもあって、ものを修理して長く使

う習慣がありました。こみの量も多くはなく「もったいない」の精神が生きていました。江戸

時代よりは今の私たちの生活に近く、そこからは多くのヒントを得ることができます。

　　　　　　　　　洋服を潜る人がほとんどでした。

　　　　　　　　しかし今のように流行によって買

　　　　　　　　い替えるようなことはなく、穴が

　　　　　　　　開いたり、がぎざきになっても繕

　　　　　　　　って徹底的に擦切れるまで着まわ

　　　　　　　　しました。また、仕事として「仕

立て直し」や「かぎざき直し」の店もありました。子

どももお下がりや大人の服を仕立て直したものを着て

いました。もちろん箇箇ムツなどはなかったので、古

くなった浴衣を二三ムツとして再生していたのは江戸

時代から伝わる知恵だったのでしょう。

　手編みのセーター・マフラー　手袋なども古くなっ

たり、サイズが合わなくなると、ほどいてやかんの湯

気で毛糸のよりを戻し、

新しい毛糸を足して何度

も編みなおされました。

着る人が少なくなった着

物ですが、それも汚れた

ら「洗い張り」といって

縫い目をほどいて洗濯をし、

大きな張り板に糊で貼り

つけて乾かし、縫い直し

ました。このとき使う糊

もこ飯粒をためておいて

作ったものでした。

　大型スーパーやコンビニエンスストアなど

なかったこの時代、生鮮食品は、魚は魚屋さん、

野菜は八百屋さんと小売りの店で買うのが普

通でした。その際も手提げのビニール袋（レ

ジ袋）はありませんから籐や竹で編んだ買い

物かこを持って行きます。店で買ったものは

新聞紙でそのまま包むか、新聞紙を貼り合わせた袋に入れられ

ていました。肉は経木に包んでからさらに新聞紙の袋に入れら

れていましたし、ラッパを吹きながらやって来る豆腐やさんに

　　　　　　は鍋やどんぶりなど豆腐を入れるための容器を持

　　　　　　　　って買いに行くのがあたりまえでした。容

　　　　　　　　　　器包装こみが出ない生活スタイルだっ

　
　
あ

ク
轟

　　たのです。

　　　　いまほどジュースなどの種類が

（ノ、　　多くなかったので、飲み物や液

　　　　　体の調味料の容器には決まっ

た形のガラスびんが使われ、

　牛乳配達で使われる牛乳び

　んをはじめビールや酒び

　んなどリユース10096で

　した。　「サザエさん」で

　おなじみの三河屋さんの

　ような御用聞きもびんのり

ユースをスムーズにする一

端を担っていたのです。

鑛灘鱗虫漁業養誉轟｝懸
矧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層

　　リサイクル業の主流になる回収専門の

　　　　　　　　　　　　　　　　　欄　業者で、中には買い取るだけでなく交換・

　下取りしたり、道端に落ちているのを拾

　い集めるのを仕事にした人もいました。（

　・紙くず買い・紙くず拾い・古着屋・傘

　の古骨買い・湯屋の木拾い・古樽買い・
　あんとん　　　　　　ほうきう　　ろうそく

　行灯の仕替え・箒売り・蝋燭の流れ即し
　　ろうそく

　（蝋燭も貴重なものであったので燃えた

　後に残るしずくを回収した）・取っけえ
　　　　　　　　　　　　ふるくき
　べえ（子どもたちが集めた古釘など古し
　　　　　　　　　　　あめ
　金属製品をおもちゃや飴などと交換し
　　　　　　　　こ　　く
　た）・こみ取り・肥え汲み・灰買いなど
　　壷　　　　　　　　　塗

ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

藩㍉麟嫁聯欝顧μ番傘編難灘§亀髭ン、㌃㌦諮
馴

　今100円ショップなどで気軽に買えて「骨が折れた、ビニールが破れた」とい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をってすぐに捨てて買い換えてしまう傘もこの時代ではリサイクルされていました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょう
ちん竹を芯と骨に使い油紙をはったものが番傘です。古くなって紙が破れると、提

灯の張り替え職人に張り替えてもらい、何度も張り替えて使っていました。その

うちに糸が切れたり、骨か折れたりして簡単な修理では追いつかなくなると「傘の

軸順 @「古骨買い」に売りました．三門買いは「古傘問屋」に売り、←

　　　　　　　　　　そこで切れた糸や折れた骨は取り替えられ、そこから「古

　　　　　　　　　　　傘張り」の下職に出して新しい油紙に張り替えられ再生

　　　　　　　　　　毒　　　　　　　　　　　品として売られました。剥がした油紙は肉を売る店が包

　　　　　　　　　　　装用に使っていました。こうして再生してもいずれ使

　　　　　　　　　　　　えなくなりますが、骨も柄も竹なので最後は燃料にな

　　　　　　　　　　　　りました。ものを大切に使い何度も修理しご最後の灰

　　　　　　　　　　　　まで使い切る。生活のすみずみまで無駄のない暮らし

　　　　　　　　　　　をしていたことがうかがわれます．一

・・1・・2・・31④肝リサイクルデザイン
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嚢灘難獺撒織懇織灘灘灘灘当鉦三

三懇難山雲量嶽疑雲
　　　　　　　　　　　　　　　　　鰭

ところもあり、

といわれる1枚ずつ使う再生紙でした。ティッシュも今のよ

　　部屋は専用の使い方ではなく、用途に

　よってちゃぶ台を出して食事をする場所

　になったり、たたんで布団を出せば寝る

　場所になりました。テレビは夜遅くまで

　放送していることはなく、ラジオや新聞

　が情報源でした。トイレは汲み取り式の

トイレットペーパーもロール式でなく落し紙・

　　　　肖げ灘　　　　　　　　　　　蹴臨
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鰭燃 @　　弓崖鳳雛鎌影　　錯齢　碑　・

　　　うになんでも拭いて捨てる

　　のではなく、鼻紙・ちり紙

　　といわれて鼻をかむ専用で

　　　した。夏の暑い時期にまだ

　　舗装されていない路地に撒

　　　く打ち水や、よしずを張っ

　　ての日よけはクーラーを使

　　わずに夏を過ごす工夫です。
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　　　　　　　　　　　　シャープペンシルな

　　　　圃圏　團國　　　どがなかったので鉛筆

一　　　　團團　　　　　が主流でした。鉛筆は
　　　　　　　圏　國
　　　　　　　　　　　小さくなって握りにく

　　　　　　礁’　　くなると専用のホルダ

ーを使ったり、小さくなった鉛筆のおしり同士を

つけて使っていました。計算用紙やメモ用紙には

広告の裏を使いました。テスト用紙も白い紙に印

刷されたものではなく先生の手作りのテストでわ

ら半紙にガリ版刷りされたものでした。

　備縣疇願月々篇紬嚇鵬働纏⑲囎㈱騨購榊繍柵隅繍醗撫㈹鋤働㈹禰㈹

えんぴつの歴史
　400年ほど前イギリスで発明されたえんぴつが、

いつ日本に入ってきたのかはっきりとはわかって

いまぜん。しかし、静岡県の久能山東照宮には、

江戸に幕府を開いた徳川家康（1542～1616）

のものとされるえんぴつが残されています。長さ

11センチ、黒鉛のかたまりを板ではさんだ形の

ヨーロッパで作られたものです。少し時代がくだ

って、仙台藩の藩主であった伊達正宗（1567～

1636）が使ったえんぴつも残されています。長

さ14cmでキャップがついていました。芯は黒鉛

の粉を固めた現在のえんぴつに近いものでした。

　そのころの日本では学用品として筆が使われて

いましたが、筆算（ひっさん）などには不便でし

た。そこでろう石をえんぴつのように細く持ちや

すくした石筆（せきひつ）を使い、石盤に書いて

いたときもありました。

　明治時代になって鎖国が終わったのと同時に、

えんぴつも大量に輸入されるようになりました。

しかし、日本中のすべての子どもたちが、平等に

学習する教育の仕組みが取り入れられたぜいもあ

って、輸入したえんぴつだけでは足りなくなりま

した。そこで外国から学ん

だえんぴつの作り方を手本

に1877年（明治10年）

小池卯八郎が日本で最初に

えんぴつを作ったとされて

います。その後1887年（明

治20年）に水車を動力に

したえんぴつ工場が建てら

れて次第に国産のえんぴつ

が使われるようになりました。
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　年末年始のこみ収集は、12月31日から1月

3日までは休みます。

　年末は家庭から大量のこみがでることが予想

されます。通常時より回収作業に時間がかかり

ます。こみ収集日を確認のうえ、計画的にこみ

を出しましょう。

●間合せ　下記環境事業局事務所

、う

ζ認潤 浴E擁馨点滅弓懸　　　　　　　　収集地区轍紳噺年末叢後の収集鼠略年始最初の収集日

鶴見事務所 502－5383 ．塚庭こみ 月・水・金のところ 12月30日（月） 肇月　6日（月）

神奈川事務所 441－0871 火・木・土のところ 12月28日（：±） 1月4日（土）
西事務所 241－9773

資源となるもの 水曜日のところ 12月25日（水） 1月　8日（水）
中事務所 621－6952 　　　　　　0P月　9EI（木）
南事務所 741－3077

木曜日のところ 12月26日（木）

港南事務所 832－0135
金曜日のところ 茎2月27日（金） 1月10日（金）

保土ヶ谷事務所 742－3715
土曜日のところ 12月28日（土） 1月11日（土）

旭事務所 953－4811

磯子事務所 761－5331

金沢事務所 781－3375

港北事務所 401－3133

緑事務所 983・7611

青葉事務所 975－0025

●収集時間が変わることがありますので、朝8時までに出してください。

恷繒W後はこみを出さないでください。

e大こみ・・・・・・・・・・・・・・・・・・…

d話申込により有料で収集を行っています。

繒W日、手数料、出す場所を確認してください。

恷�t時間月～土曜日の午前8時30分～午後5時

@　　　　　（祝日も受け付けます）

@　　　　　年末は12月28日（土）まで。

@　　　　　年始は平成15年1月4日（土）からです。

都筑事務所 941－7914

戸塚事務所 824－2580

栄事務所 89ト9200
泉事務所 803－5191

瀬谷事務所 364－0561

※緊急の場合は、環境事業局業務課へご連絡下さい

TEL　671－2551　FAX　662－1225
懇申　　込粗大こみ受付センター　TEL　312－0053

No　100 …r10月刊リサイクルデザ・・
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硬璽筆陣しょ5。
　横浜市では、清潔できれいな街をめざし「クリーンタウン横浜事業」を

推進しています。「横浜市空き缶等及び吸い殻等の散乱の防止に関する

条例」（いわゆる「ポイ捨て防止条例」）によって、市内全域でポイ捨て

は禁止されています。また条例では歩行中の喫煙をしないように努めな

ければならないとしております。

　空き缶等のポイ捨ては、条例施行前と比べ大幅に減少していますが、あ

いかわらずタバコのポイ捨ては交差点などで目立っています。一方、最近、

市民からの苦情のうち特に多いのは「歩きながらの喫煙」による迷惑です。

　　　　　　　　火のついたタバコを片手に歩行中の人の隣を、幼児

　　　　　　　　　つれの人がいる場合などを想定してみてください。

　　　　　　　　　　幼児の身長はちょうど大人の手の辺りなのです。

　　　　　　　　　　もしもタバコの火が幼児の顔についたら、と思う

　　　　　　　　　　とゾッとします。また、通行中の人の中には、煙り

　　　　　　　　　　で迷惑を被る人もいます。歩きながらの喫煙はポ

　　　　　　　　　　イ捨てに繋がりやすい行動でもあります。

審、

`謹癒

　　　　　繍

慮繍

轟繋

蕪．

■喫煙のマナーとして、歩行中の喫煙はやめましょう！■

　環境事業局では、「ポイ捨て防止」の啓

発活動の一環として毎年ポスターを製作し、

公共施設や市内主要三等に掲出しています。

今年のポスターのキャッチコピーは「あな

たの無意識、みんなの迷惑Uです。歩き

ながらの喫煙やタバコのポイ捨てはやめ

ましよう！

「ポイ捨て防止」

200望年度

啓発活動ポスター

勢
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　市内でも特に市民や観光客が多く

訪れる都心部や各区の主要な駅周辺

の地域は、美化推進重点地区に指定さ

れています（21か所）。美化推進重

点地区では、都心部（15名）各区（94

名）の美化推進員が「ポイ捨て」をし

た人に注意したり「ポイ捨て」や「歩　O

きタバコ」をしないよう啓発活動を行

っています。

雛繍顯鵬腰板誉

●1月12日（日）

・かながわセンターリサイクル

　神奈川区反町公園

　（神奈川区役所側）

　時間＝午前10：00～午後1＝OO

　※雨天実施

回収品目

　新聞、雑誌、段ボール、牛乳ノ勤ク、

　古着、三布、白色トレー、リターナ

　ブルびん
問い合わせ

　エコライフかながわ

薯　　TEL　413－3196

　　　　　　　　㌧
●1月19日（日）

一旭区センターリサイクル

…

環境事業局旭工場内

時間＝午前9：00～12＝00

※雨天実施

回収品目

　新聞、雑誌、段ホール、紙パック、

　繊維類、リターナブルびん、アル

　ミ缶、スチール缶

問い禽わ琶

　環境事業局旭事務飯

　TEL　953一尋811

月刊リサイクルデザイ・⑦・・1・・2・・31
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アルミ缶・スチール缶のリサイクル
　カンのリサイクルは、駅や街中にも分別ボックスがあるようにすっかり定清し

てきました。再利用率（リサイクル率）は、アルミ缶、スチール缶共に、8096

を越えるまでになり（2000年度）、省エネ、省資源効果が大きいのが特徴です。

　自治体の分別収集やPTA、子ども会などによ

る集団回収があります。アルミ缶は、スクラップ

価格がスチール缶より高価なので（約60倍）、無

人回収機でも回収されています。横浜市の多くの

学校では、子どもたちがアルミ缶を収集して得た

資金でハムスターを買って飼育したり、それぞれ

有効利用しているそうです。リサイクルに関心を

持つきっかけ作りにもなっています。

　・　　省工ネ・省資源効果は？

　アルミ缶の場合は、原料のボーキサイト（天然

資源）を使って新しく作るより、省工ネ効果が大

きく、電気使用量に換算すると、アルミ缶144，3

億缶を作るとして、一都四県（東京都、神奈川県、

おいしく飲んだら

こみ箱へ
さっと洗って

塞轟
く

㍉　，

しゅ：
，
も

ゆ
収　集

A

康

店続
舎
〆

埼玉県、千葉県、栃木県）の総世帯数

（1579万世帯）が使う一ヶ月面の電力

の節約になり、スチール缶の場合、年

間100万トンのスクラップスチール缶

を再利用するとおよそ鉄鉱石150万トン、

石炭80万トンを節約できるそうです。

　どんなものに再生されるの？

　アルミ缶は収集された67896（2001

年度）がアルミ缶へと生まれ変わります。

（カンからカンへ）その他は、日用品な

どに使われます。

　スチール缶の多くは自動車、家電、鉄

道、船の材料、ビルの建設資材として使

われ、何度でも再生することがきます。

ゆ
資源選別センター

㍉澱　アルミ

　　スクラップ

カンのリサイクル

製缶工場

0月刊リサイクルデザイン

アルミ振

No　100　20031
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　　　環境にやさしいリ鵡川ナブルびんの使用量が減っていまず
び　びんのリサイクルには・三つの方法があり蹴

　　　　　（1）びんのままでリターナブルびん（活きびん）として洗って何回でも再使用する（リユース）

ん　　　　　（2）びんをくだいてカレットにしたものを原料に再利用し、びんを作る
　　　　　（3）びんに再生できないカレットは、白材やタイル、道路舗装材などに使用

　　　　　　一この中で、いちばん環境にやさしく経済的といえる「リターナブルびん」は、どんどん使用量が減るいっ

　　　　　ぼうで、こ存却のように飲み物容器としてのカン、紙パック、そしてペットボトルは圧倒的に増えています。

　　　　　　リータナプルぴんとして使われているのは、主に宅配の牛乳、ビールびん、お酒の一升びんなどで、リタ

　　　　　ーナブルびんは、4億7200万本とピーク時（1988年）の3割となってしまいました。（1999年）

oσ・

僕、ワンウェイびん、亀費

月間約1600tが
集められるんだよ

　　　属諾を識

　あ　して

，舜甥飯　　典
　　だよ　　　　　覇　　1 齢　

鰍

灘
で． j

麗懸馳なぜ、びんの容器が減っているの？

　消費者には手軽、便利で丈夫な容器

を好む傾向があり、生活すべてにスピ

ードや手軽さを求めていることと、「リ

サイクルすればよい」という使い捨て

感覚が浸透していることが挙げられます。

　事業所にとってもペットボトル、紙

パック、カンなどのワンウエイ容器の

増加により、容器自体が低価格化し、

逆にリタ・一ナブルびんの容器はコスト

高になります。丈夫で軽量、保管場所

を取らない容器が重宝されるようになっ

たのです。ちなみに、リサイクルすると

きの回収費用は、リユース、リターナル

びんは製造者の負担。ペットボトルやワ

ンウエイびんは、税金が使われています。

　リターナブルびんを使う人が減ってい

ることは、便利さ、効率的という今め社

会と生活状況を象徴しているかのようで

す。循環型社会を本気で考えるならば、

何を選択していくのかという一人ひとり

の姿勢が問われているような気がします。

嚇藩灘り一タナブルびんは、環境にやさしい容器一

　オゾン層の破壊が地球に温暖化をもた

らすことが、自然環境におおきな影響を

与え、人類の生活そのものを危うくして

います。そのもつ．とも大きな元凶といわ

れるCO2（二酸化炭素）の排出量から考

えると、飲みもの容器全てをリターナブ

ルびんに替えると年問CO2排出量は約

77万6千トン減少し、廃棄物の埋め立

て量が10分の1になり、一般廃棄物の

処理費に換算すると1500億円処理費

用が節約できるといわれます。逆に、

容器を全てペットボトルにした場合は

CO2排出量が135万トン増加するとも
いわれています。私たちが毎日使って　（ノ

いる飲料容器がどのくらい環境に負荷

を与えているかがわかります。そして

いかにリターナブルびんが環境にやさ

しい容器かがわかります。

馨
回収量は増えているのに再資源化がすすまない

ルショツプ、

行政や学校、地域での集団回収などで

身近に行われるようになりました。

　国内で年間に流通している衣類200

万トンのうち、リサイクルに出される

のは、20万トン。その中で一般こみが

混じっていたり、リサイクルできない

ものだったりと実際にリサイクルされ

誕　　　今やファイバー（繊

華　　維）リサイクルは、

　　おなじみのりサイク

フリーマーケットをはじめ、

ているのは、わずか12万トン。188万

トン、流通しているほとんどの繊維（衣

類）は、』こみとなって焼却されているこ

とになります。20万トンのうち、4096

はリサイクルされずに燃やされます。　（生

ごみなどのこみが混じったもの・東南ア

ジアでの需要のない冬物衣料・羽毛製品、

じゅうたん、などリサイクル不要品）あ

との609612万トンがリサイクルされ

ていることになります。

　繊維のリサイクルの歴史は古く、

100年以上前からあったそうです。回

収量は、20年前の方が多かったにも関

わらず、回収したほとんどは使いみち

がありました。現在は繊維の回収量は年々

月刊リサイクルデザイン⑨・・1・・2・。31
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以外と知られて
いない？
ペットボトルの
リサイクル

リサイクルの仕方は、二通り

（1）使用済みペットボトルの異物を取

り除き、砕いて、洗い、乾燥して再生

フレークを作り、このフレークから主

に繊維としてシャツや制服に再生する。

（2）再生フレークからペットボトルへ。

ボトルtoボトル。

ペットボトルのリサイクルには、

様々な問題があります二二藤．

　繊維などへのリサイクルは、需要が

あまり増えていません。　「ボトルtoボ

トル」は、コスト面など問題を抱えて

いて、どうなるか未知数です。そして

回収量は増えていてもそれ以上の増加

率で生産量がふえているので、大量の

未回収ボトルがこ：みとなっています。

　急激に増え続ける使用済みペットボ

トルは、年間生産量365万トンのうち、

未回収の65，596がこみとして埋め立て

られたり、焼却されたりしています。

急増するペットボトル容器にリサイク

・ルが追いついていません。

陣リサイクルに多くの税金が
使われています’匂醐行田鰐

　1999年1リットルボトル1本の事業

者の費用負担は、0．72円。自治体の費

用負担は、20円から30円といわれて

います。このような現状の中でペットボ

トルの生産が増えることは、コスト高と

環境負荷に拍車がかかることになります。

灘
　
，
欝
菖

、
「
難
環

斧
－
　
　
、

　
・
蒙
顯

古紙回収業の現状とリサイクル

　古紙業界では、ここ数年大量在庫と

価格の低迷に厳しい状況が続いていま

したが、1997年頃から古紙の輸出が

増え始め、2002年度には国内回収量

の2096になろうとしています。

　価格的には、輸出価格が急に上がっ

ても、全体の2割なので平均価格は、そ

れほど上がりませんが、2096の輸出で

国内の需要のバランスがくずれ、国内

の古紙が不足してしまいました。古紙

の価格は国際市況にふりまわされ、2～

3ヶ月単位でめまぐるしく変動してしま

います。

　最大の輸出国である中国では、今ま

での段ボールに加え、これから文化面

での紙・新聞紙や雑誌などの用紙の需

要ものびてくることも考えられます。

300

鳳　m　‘

1500一

1200

900

600

　層0，
95　96　’97，「98　99　20002001

　　　　　　　　　（資料：日本貿易月表）

増えていますが、リサイクル（再資源化）　　バーリサイクルの現況は、厳しいもの

はそれほどすすんでいません。ファイ　　があります。

　　　　　■闇■齢なぜ、再資源化が増えないの　翻弊■D

●低価格の衣類が大量に販売される一

　方で、行政の分別収集がすすみ、手

　軽にリサイクルに出しやすくなった

などがあげられます。

　回収した古着の使いみちを増やすた

めに新たに技術開発やリサイクル推進

のために社会システム化することで、

ファイバーリサイクルを広げていける

可能性をもっています。

　古紙を無駄にしないで安定したリサ

イクルをしていくためには、難しい古

紙の需給のバランスを考えながら輸出

量を確保していくことも必要となって

います。

　リサイクルは回収して再生するだけ

では完結しません。再生製品を私たち

が再び使うことで、「リサイクル」は

成り立つのです。分別基準を統一し（明

確な基準がない）、．再生品の新規用途

の開発をすすめ、市民がすすんでトイ

レットペーパー、ノート、ティッシュ

などの再生製品を使うようにすることが、

古紙のリサイクルを進めるための鍵と

も言えます。

　古紙については102号（2003年3
月号）で特集します。

　回収量が増える一方で次のような理

由でリサイクル先の行き詰まりがおき

ています。

●出口が狭い～反毛、ウエスの需要の

　減少、他国が低価格で中古衣料を輸出、

　冬物衣料の需要が少ない

●国際的な不況のため輸出中古衣料価格の低下

●再資源化できない化学繊維素材の増加

　回収物の中に一般臨みの混入が多い

璽躍醒盛では

デポジット反対派、

NRW州上級裁判所にて敗訴

　こみ問題の先進国であるドイツでは、

「循環経済及び廃棄物法」が制定され

ていて、7296以上のリゴース容器（び

ん・ペットボトル）を使うことが義務

づけられています。リユース容器はデ

ポジット（預り金）制度がとられ、も

し容器の中でリユース容器のシェアが

7296を下まわると、下まわった分の

容器にデポジット制度が導入され、ワ

ツウェイ容器は認められなくなります。

さらにドイツでは缶にもデポジット制

度を導入し、2003年1月1日から、

ビール、ミネラルウォーター、清涼飲

料水の缶に25セント、1．5リットル

以上の缶に50セントの預り金が付加

されることになりました。

　当然小売業者からの反対があり、デ

ポジット制度の導入について、裁判を

おこしました。しかし、200含年11

月27日デポジット反対派は、ミュン

スター・ノルトライン・ヴェストファ

ーレン州上級裁判所にて、敗訴しました。

　これによりデポジット制度は2003

年1月1日からドイツ上価で例外なく

実施されることになりました。

No　100　2003　1 ⑩月刊リサイクルデザイン



臨＝∴認
　　　　　昌7　　　　　　　　　　　蹴

襲 こ
ボ
［
．
｝

紬
三
漁熱

ミ

灘
；

溝
受

瀞
総
懸

　　雛

　難
蹴逢

鍵藷巽
軽　　　　’

．・�s　謹

叢叫＝

灘灘i懇　鵡

　　　　　　　　　　　霧霧

　　　　、　　籔騨

鰯羅糟
　盟　　騒騒　　　　　　　爺　　番懸；

　　　　　　　濫＿＿　　一・講モ
乱耐　・　廿　　　醸攣’

灘遡顧蔭　灘

雛紅二

灘

徽
轍
・

ノ

洩
難
、
艦
嘱
議

旧識ならではの
　　　　一つの器を慈しみ

麟バイオマス（動植物が元になっている

エネルギー源）から取りだしたガソリンや、

無焼成レンガ（焼か寳に高い圧力をかけ

て固めたレンガ。コストもエネルギー》肖

費も抑えられる）など、廃棄物の再生品

の開発が進んでいます。環境保護やリサ

イクルの分野における先端技術の進歩に

は、圏を見張るものがあります。でもそ

の一方で、相変わらずこみをどんどん生

んでは平気でポイッと捨てる人が後を絶

たないのも現実ですね。

脚
　　　　そう。今の社会は産業構造が

　　　　　とても複雑だから、環境保全

徹底のための決定打とか、特効薬といっ

たものはありません。世の中にはいろん

な人がいる。ハイテク技術の進歩はその

道の専門家にぜひとも頑張っていただく

として、さて、私たちのすべきことは何か。

たとえば、昔の人の知恵や伝承の技を、

現代社会の問題点や欠けているところに

生かす、というコーディネーター的な役

割が考えられます。

　実際、純和風の日本家屋が激減して仕

事の減ってしまった建具職人さんに、こ

の部屋の内装や家具作りをお願いしたん

です。杉の香りがいいでしょう。材料は、

捨てられる運命だった間伐材なんですよ。

昔は余すところ無く使い切った木材も、

大量生産、大量廃棄が当たり前の現代では、

こみになってしまう。けれど、今だってそ

日賦のリサイクルの

んな工夫次第で資源も人も互いに生かし

あえるんです。職人さんと木材の持ちつ

持たれつのバランス、そんな関係を取り

戻したいですね。

懲現代はそのバランスが崩れていると一？

響麺膓徽襟蝋
ののリサイクルを進めましょう」と声高に

叫ぶけれど、自然界はすべてリサイクル、

循環しているでしょう。森が枯れれば海

も死んでしまうし、食物連鎖を考えても

それはわかります。リサイクルは何も特

別なことじゃなくて、生き物にとって当た

り前の、必要なことなんです。なのに、

高度成長期に消費が美徳とされて以来、

徐々に、そして大幅にリサイクルのバラ

ンスが狂ってきました。

懸その高度成長期の日本にとって、未来

の理想像はアメリカでした。具体的に拶』

の姿が見えていた分、計画も閉標も立て

やすかった。けれど今、そのアメリカンド

リームが破れ、バブルもはじけ、一体何を

目標にしたら、という戸惑いがあるように

思います。

掌㊥籔農難幽
は環境社会、と表現されますね。前者の

イメージをプラスチックのコップ。後者は

輪島塗の器。プラスチックのコップは、で

ノ

月刊リサイクルデザイン0 NOlOO　2003　1
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伝えるような豊かな暮らし
　　き上がったときが一番美しい状態で、あ

　　とは時間とともに傷んでいく使い捨て感

　　覚のものでしょう。かたや輪島塗の器は、

　　言ってみればでき上がったときはまだ未

　　完成品。使い込むほどに味わいが増して

　　くる。何年も、何十年もかけて育ててい

　　く楽しみが、そこにはあるんです。当然、

　　使い捨てのものよりもこみの量も減ります。

　　しかも、お金には代えられない豊かさが

　　得られます。

＼　つまり、現在はプラスチックのコップを
＿一ノ

　　次々に買っては捨てる暮らしを改め、た

　　つた一つの輪島塗の器を慈しみ、子や孫

　　に伝える、そんな暮らしに目を向けてみ

　　てはどうですか、という、転換期に入って

　　いるのだと思います。日本を見直し、日

　　本人ならではの長所を生かした豊かなリ

　　サイクル社会を目指すことは、少しも難

　　しくなんかありません。時間はかかるで

　　しょうけれど、私たちにはきっ

　　とできるはずです。

つ

　だって、戦後、それま

での「節約を旨とすべ

し」「腹八分目」「足

るを知る」といった

つ

’

　　、
　転　蔑
げ飾

肖じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
暮らしをパーツと忘れて、アメリガンドリ　軽嘘し便利でいい、と答えたんですね。

一ムに飛びついた日本人です。良　　、“　驚ぎました。でも、それが現実。彼らは

適応能力に優れているとも。その能力を、　リサイクルについてずいぶん詳しいし、
今度は日本型リサイクル社会への轍1・聯意識だってもちろんありますが、そ

生かせばいい、という乙とです。　　　　　れでもやはり「好き」なんです。それを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頭から否定しないで、「で1よどう使うの
醗単に蓄に帰ろう、ではなくて、E体なら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がもっとも自然への影響を抑えられるのか」
ではの新しいリサイクル社会を自指そう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を考えなくてはいけません。いろんな人
ということですね。　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　との折り合いをつけていかなくては。

騨
　　　　　ええ。昔に帰るのでは進歩が

　　　　　ない。後ろ向きな姿勢では暗

いし楽しくないでしょう。みんなが前向

きに、喜んで取り組めるシステムでなく

ては。それには、いじましいリサイクルは

だめね（笑）。目の前にあるものを節約

するだけではなくて、遊びや楽しみを取

り入れた文化的で豊かなリサイクル。し

かも無理がなく、ちゃんと採算がとれて

お金を生むリサイクルでなくては、長続

きしない、循環しないでしょう。

　無理なくできるリサイクルとは、現在ポ

イ捨てをしているような人にとっても簡

単にできるリサイクル、ということでもあ

。

■

鰻

塾

』

’臨

’

享

り、これはちょっと難問です。

　　　先日のリサイクルデザイ

　　　　ンフォーラムで、日本

　　　　　　と韓国の子どもた

●

“
、

、

ちにべットボト

　ルについて尋

　ねたところ、

　　おおかた

　　の子が、

軌

懸なかなか道は険しそうですね。

　　詞㊥し、や汰丈夫・もうすでに・

　　　　　みんな気付き始めていますよ。

家庭菜園のブームだって、まあ、無農薬

野菜への健康志向もあるけれど、育てる

楽しみっていう理由もある。日本人はも

ともと穏やかな農耕民族で、共同作業は

得意中の得意。きっと、協力しあい、前

進できるはずです。

鶴その明るい未来のために、組合、そし

て個人レベルでは何をしたらいいのでし

ょう。

脚
　　　　　一番大切なのは子どもたちへ

　　　　　の教育です。明日の社会を築

くのは子どもたちなんだから。学校での

熱心な取り組みもありますが、影響が大

きいのはやはり家庭での暮らしぶりです。

子どもに見られて恥ずかしいような“非

リサイクル生活”をしていないか、まず

大人が自分を省み、改めるべきことは改

める。未来への第一歩も、まずは足下か
〆

ら固めなくてはいけませんね。組合とし

てもその観点から、今後も啓発活動にカ

．を入れていきます。．

　々、

κ
，

馬こ⊃
　　　　　　　嚇｛薗

　　　撃
　　　　　　覧
　　　　‘

’

．・6’

隔工誓

　　◎8　肇

．触　「

’

8嚥

　墾

6‘肇

織 参考資料
・大江戸リサイクル事情　石川英輔著（講鹸社）

・昭和の暮らし博物館　　小寒和子著（コ出書房新社）

・環境社会学　　　　　　嘉田由紀芋（岩皮書店）

・循環型社会作り　　　　びん再使用才ノトワ台ク”
HP：荒川グリーンエイド・日本鉛筆工：業協置i纒合

　　・スチール缶リサイクル協会　アルミ缶リサイ

　　クル協会・PETボトルリサイクル推進協議会
月刊リサイクルデザイン
　（NO81・87・90・92・93・白6・97）
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リサイクルデザインのロゴマーク

　2つの円形は血管を表しています。右の赤

い円形が動脈、左のにじんだ円形が静脈。私

たちは、産業全体の中の静脈部分を扱ってい

ますが、静脈の正常化だけでなく、動脈の正

常化も同時に目指していきたいと考えます。

●リサイクル標準価格表　．即02年一月現在
　　　　　　　　　　　　　♪　　　　　　　　日経11／28

品名　　配 買入価格 業者の売値
1キロ当たり 1キロ当たり

新　聞 ＊＊＊@　　0円 4～5．5円

雑誌 ＊＊@　　　0円 1～1．5円
段ボール ＊＊ @　0～一4円 2円
衣類くず ＊＊ @　設定不能 0～1円
アルミ缶 ＊＊＊＊ P0～1．5円

＊集団回収にはr買入価締」を適用　禦警墨壷

＊＊硝料の場飾弊纏＊ス痴愚と翻斉の価格
★500キロ以上集団回収する画趣の適用三二てす

　取引条件により多少変化します

★事業所から発生したものは柴醐収の対象に脚毅ん・

　事業所ことに業者と直接ご相談ください』

★集団回収以外の段ボ」ルロ収は、1回合000円以上の手数

　料がかかPまず。段ボールは必ず索ねて出してください。、
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FAX　O45－316－5蓬22 建メールmad＠recycledesign．or．lp

．■：巻きの長さ90m． 　　　送料

1～6巻400円
7巻～600円

目刊リサイク几テザインは

次の場所に置いてあ砂ます

古
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畳
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…
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ク
か
ら
生
ま
れ
た
紙
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こ
む
す
び

O
結
く
ん
で ．も

　箱売り

（1箱50巻）

旧格に．．一、

盆下れます

お申し込み　横浜市資源リサイクル事業協学績舎

お問い合わせTELO45－3　i　6・405◎FAXO45」白165050、

小結くん販売場所　●横浜甫錬1茎・緑区ざ南区・

中区・都筑区の区役所売店●グリ｝ンバザール（南区）●ブ

ックショップふれあい戸塚店（戸塚区ダイエー横）・大船町（鎌

倉市小袋谷）●ゴミュニティストアすずきや（戸塚区）●エ4

ロジーショシプエッセンス（中区）●御菓子処おきな堂（神奈

川区）●村紘商鷹（鶴見区生麦）

●マリンスポーツデスク・リップル．（鶴晃カ

ミン5の●グリーンバザール（南医六ッ川）

●ブ寮クシヨツ「フ由れあい戸塚店（ダイエー

横）．大船店●学海．、鯉原屋く港北区篠原）

●エゴロジr㌦挿暫プ孝望センス（中区麦田

町）φ神肇川録弩濯傘糞膿3本牧支店●安田

火災海上保険横浜藁店○東京ガス環境エネル

ギー館qマ轡；瑳ソ躰‡ヶ斧店・大倉山店●相

鉄□rゼィ寒ソ白白ゴ灌南台店・大口店・二

俣娼店㍉緑麹二二店・いずみ中央店・山手台

店・白根店食品館・モザイク湛北店・六ツ川

店・釜利谷店・和田町店・左近山店．・瀬谷店・

いずみ野店・弥生台店・笹山店・心寄羅店・

冨醐店・ひかりが丘店・希望ヶ丘店・並木店・

南まきが原店・中田店・南瀬谷店・ひなた山

幕・磯子店・オルト新子安店●マイカル天王

町サティ店●ジャスコ駒岡店・金沢シーサイ

ド店●自然彩食（名古屋）●まじょらむ（港　　・

北区綱島）●オーガニックスペースかれん（溝

北区大倉山）●カフェ杜（港北区日吉）●き

まま含（緑区霧が丘）●うどんカフェ（青葉

区こどもの国）●横浜国際ホテル（西区南幸）

●さくら歯科クリニック（オーケー港北ニュ

一匹．ウン店2F）●リサイクルショップ「卜

祀ワの森」●横浜国立大学生活協同組合大学

会館庸・工学部店．
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